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人型結核菌、 BCG をはじめとする Mycobacteriaの細胞壁がムラミン酸、グルコサミン、 LーおよびD­




















PA- およびPB-画分を Amberlite CG-120および、Dowex 1 カラムにかけると、電気泳動的に単ーな
数種のペプチドが得られた。これらのペプチドについて、構成ー、 N-末端およびC-末端アミノ酸、結
合アンモニアの分析、 Edman分解法による N-末端部分の解析を行ない、さらにDーアラニル→DAPエ
ンドベプチダーゼ、およびカルボキシアミ Fアミダーゼ作用を有する Streptomyces L-3 酵素を作用
させた際のN- およびC-末端アミノ酸の増加、結合アンモニアの減少、電気泳動における移動度の変化
などをしらべた。その結果、これらのペプチドはテトラペプチド( L-Ala• D-GluL.DAP-D-Ala) 





Glu (a-Gly) と DAPが供試車問包壁の一部に存在することを示唆する結果が得られた。











鎖長は 5~9 アミノ糖単位であり、非還元末端がN- アセチルグルコサミンである部分と N- アシルムラ
ミン酸である部分とが存在することがNaI04酸化による分析によって示唆された口
論文の審査結果の要旨
この研究において柳田君は、人型結核菌H37 Rv株から分離したnative な細胞壁を溶解する酵素を利
用することにより、この菌の細胞壁の基礎構造であるペプチドグリカンのペプチド部分を主とする化
学構造、わよび特殊構造である抗原性アラピノガラクトマンナンとペプチドグリカンとの結合様式あ
るいはその免疫学的性状などについて、論文内容の要旨に記されているような新事実を明らかにした。
柳田君の労作は、細菌細胞壁の中でも、ユニークな特性を示す人型結核菌の細胞壁についての研究
を今後進展させていく上で見のがすことが出来ない重要な知見をもたらした点で貴重で、あり、審査担
当者は一致して、提出された同君の論文が学位請求論文にふさわしい優れた内容を有するものと認める。
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